
●独自のチェックリストを用いた自己評価
➤「社会課題・地域課題」と「本業」の紐づけ

●バリューチェーン分析
➤社会や自社にとっての優先課題を特定

●優先課題への取組方針を可視化
➤目標・KPIの設定とロジックモデルの作成

●インパクトの測定・マネジメント
➤ロジックモデルに沿って取り組み、進捗を報告

SDGコンパスに沿ったプロセス
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令和６年７月５日 

報道機関各位                          北九州市政策局 

   
『北九州市サステナブル経営認証制度』 がスタート！ 

 

北九州市では、国内外で高まる ESG 投資やインパクトファイナンスの潮流などを踏まえ、

全国の自治体で初めて、国際連合が示した SDGs の企業行動指針「SDG コンパス」に沿って 

企業等を認証する『北九州市サステナブル経営認証制度』を構築しました。 

この制度を推し進めることで、SX（サステナビリティ・トランスフォーメーション）※に取り組む

企業等を創出し、北九州市・新ビジョンに掲げる「経済成長と社会課題解決の両立」の   

実現を目指します。 

 

 

１．制度の概要 

（１）対象者 

北九州市内に本社又は支店等を有し、市内で事業活動を行う企業や団体（教育機関、

個人事業主等を含む）のうち、「北九州 SDGs 登録制度」の登録事業者 
 

（２）制度内容 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．今後のスケジュール 

 （１）事業者の募集  令和６年７月５日（金）～１２月頃 

（２）評 価 ・ 審 査  令和６年１２月頃～ 

（３）事業者の認証  令和７年 ３月頃 

 

 

３．お問合せ先 

政策局政策課 担当：（課長）丸内、（係長）城水（℡ 093-582-2302） 

自治体初  の世界基準を取り入れた企業認証を行う 

Ｑ Ｒ 

コード 

制度・募集の詳細は、 
上記ＱＲコードより 
ご覧ください。 

※ 経済産業省が提唱する、企業が稼ぐ力を継続するために、 
企業と社会のサステナビリティを重視した経営や変革 



SXの推進で企業の潜在力が開花する

「サステナブル経営認証制度」

自治体初!

を創設



サステナブル経営のトップランナー・北九州市
先駆的に制度を構築

国のガイドラインの策定・改定にも影響

評価 ＋ 審査 ⇒ 認証

国際基準を導入する自治体初の取組み



サステナブル経営認証制度の効果

現状（課題） 取組後（解決）

中小企業やスタートアップ企業による
ESG投資などの活用が困難

ＳＸの観点から、企業も
社会課題の解決に取り組む必要

公的資金（補助金等）
を活用した事業がメイン

「SDGs経営サポート」と連携した
北九州市独自のフレームワークで支援

社会課題を踏まえた経営
の実践による企業の成長

金融機関等の投融資の促進により
「民間資金」活用へ変革



「自治体初」の3つのポイント

北九州市独自の取組は、有識者からも高い評価を受けています

国際基準に沿って、インパクト創出までを後押し

国の支援メニューと連携し、利子負担を軽減

ESG投資基準に沿った、評価・審査スキーム



SDGs登録企業の取組（例）

大英産業株式会社 株式会社ウエルクリエイト
－多様なライフスタイルに合ったすまいの提供－

加工
連携

建築端材（処分する木材）

高齢の大工さん

障害者就労施設

園児とイスなどを製作

大英産業

－地域食品資源循環ソリューション－

肥料化

消費

国内外への技術支援
（普及・ビジネス化）

① ②

③ 生産

地域資源循環型
経済の確立

地域食品資源

安心・安全な作物

農地
耕作放棄地



サステナブル経営認証制度で目指す姿
中小企業やスタートアップ企業等のSXを後押しすることで

経済成長 と 社会課題の解決 を同時実現

消費者/サプライチェーン/就職を控えた若者/金融機関・投資家から
選ばれる企業に変革

『サステナブルシティ』 の実現へ︕

経済成長 社会課題の解決


